
政策指標に係る状況について

１ 医療提供体制が不十分だと感じている人の割合[KGI]

〇指標設定の考え方
持続可能な医療提供体制の構築を進めるとと

もに、県民が将来の医療提供に不安を感じない
よう県民への周知を並行して進める必要がある
ため。
〇現在の状況
2024年度に前年度比10ポイント以上増加し

ている。
〇主な取組
・新たな地域医療構想の策定(今年度着手予定)
・医療分野のデジタル化の推進

など

関連施策指標[KPI]

①地域医療連携推進法人数(法人)

②オンライン診療対応医療機関数(医療機関)

〇指標設定の考え方
医療機関の連携、再編・統合に向

けた動きが求められるため。
〇現在の状況
令和6年度に１法人、令和７年度

に２法人立ち上げ。
〇主な取組
・制度の周知
・設立のために必要な経費等の補助

〇指標設定の考え方
医療へのアクセス改善と医療機関

側の負担軽減に向けオンライン診療
対応の医療機関が求められるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。
(2026年3月時点で78医療機関)

[以下のグラフも凡例は同じ]

資料３

(%)

1※KGI･･･政策に関する指標、KPI･･･施策に関する指標



政策指標に係る状況について

２ 医療機関に従事する医師数（県北・県南）[KGI]

〇指標設定の考え方
持続可能な医療提供体制構築のためには医師

の地域偏在解消が求められることから、県北・
県南の医師数を指標として設定。
なお、2027年以降の目標は、今年度策定予

定の次期秋田県医師確保計画により設定。
〇現在の状況
2020～2024年度では、県北・県南は減少傾

向にあり、目標には到達していない。
〇主な取組
・修学資金貸与者の知事指定医療機関への配置
・県北地域における寄附講座の共同設置
・自治医科大卒医師等の派遣 など

①病院の常勤医師数(人)

県北 県南

〇指標設定の考え方
持続可能な医療提供体制構築のた

めには病院の常勤医師確保が必要で
あるため。
〇現在の状況
2025年度に大きく減少した。

〇主な取組
・修学資金貸与
・キャリア形成支援
・寄附講座の取組

関連施策指標[KPI]

2027～2029年

次期秋田県医
師確保計画の
目標値とする

2027～2029年

次期秋田県医
師確保計画の
目標値とする

(人) (人)
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政策指標に係る状況について

３ 介護従事者数［KGI］

〇指標設定の考え方
持続的・安定的に介護サービスを提供するた

めには、介護職員や介護支援専門員、リハビリ
職等の介護に関わる様々な職種の方を確保する
ことが必要であることから、指標として設定し
たもの。
〇現在の状況
生産年齢人口の減少や他職種との賃金格差等

の影響により減少傾向にある。
〇主な取組
・処遇改善・人材育成の取組促進
・介護従事者のイメージアップ
・資質向上に向けた支援
・外国人介護人材の確保・定着促進

など

③福祉人材センター登録求職者の採用人数(人)

※減少を抑制する目標

①介護職員の所定内給与額(万円)

②介護職員の離職率(%)

関連施策指標[KPI]

〇指標設定の考え方
職員の賃金水準を向上させる必要

があるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。

〇主な取組
・上位区分の処遇改善加算の
取得促進

〇指標設定の考え方
働きやすい職場環境づくりが求め

られるため。
〇現在の状況
改善傾向にある。

〇主な取組
・認証評価制度の実施
・カスタマーハラスメント相談の
実施

〇指標設定の考え方
求人・求職のマッチング支援が求

められるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。

〇主な取組
・キャリア支援専門員による巡回
・情報発信

(人)
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政策指標に係る状況について

４ 健康寿命[KGI]

〇指標設定の考え方
健康寿命の延伸は、県民の生きがいや豊かさ

につながるため。
「健康寿命日本一」を目指すため、2022年

の全国１位の数値に、2016年～2022年の全国
平均の延び年数を加えた値を目標値としている。
〇現在の状況
新型コロナの影響により2024年は悪化した

ものの、2016年からの伸び幅は全国上位。
〇主な取組
・健康づくりに取り組みやすい環境づくり
・ヘルスリテラシー向上のための普及啓発
・健(検)診の受診勧奨

など

②特定健康診査の実施率(％)

女性

関連施策指標[KPI]

①脳血管疾患による年齢調整死亡率(人口10万対)

〇指標設定の考え方
生活習慣の改善により脳血管疾患

を予防する必要があるため。
〇現在の状況
改善傾向にある。

〇主な取組
・研修会や普及啓発事業の実施
・栄養・食生活の改善に向けた取組

〇指標設定の考え方
生活習慣病予防のため健診を実施

する必要があるため。
〇現在の状況
改善傾向にある。

〇主な取組
・受診勧奨の広報活動

男性(年) (年)
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政策指標に係る状況について[その他施策指標(ＫＰＩ)]

＜施策１＞持続可能な医療・介護サービス提供体制を構築する

①県内看護学生の県内就職率(％)

〇指標設定の考え方
県内看護師養成施設の卒業生

の県内就業を促進する必要があ
るため。
〇現在の状況
60%前後で推移している。

〇主な取組
・看護師等養成所への運営費補
助

・看護系学生と若手看護師との
交流会の開催

③介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)の待機者数(人)

〇指標設定の考え方
介護保険サービスの提供基盤

について需要に応じた整備が必
要であるため。
〇現在の状況
減少傾向にある。

〇主な取組
・市町村が実施する介護予防の
取組支援
・通いの場へのｅスポーツ導入
促進による新たな介護予防モデ
ルの創出

④介護テクノロジー導入事業所割合(%)

〇指標設定の考え方
介護テクノロジーの導入支援

により業務の効率化を進める必
要があるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。

〇主な取組
・導入経費の補助
・導入に向けた伴走型支援

②がんによる75歳未満年齢調整死亡率(人口10万対)

〇指標設定の考え方
長年にわたり県民の死因第1

位となっているがん死亡率の改
善が求められるため。
〇現在の状況
改善傾向にあるが、目標達成

には至っていない。
〇主な取組
・診療機能等強化(研修等)への
補助
・がん検診受診率向上の働きか
け
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政策指標に係る状況について[その他施策指標(ＫＰＩ)]

＜施策２＞誰もが健康的に自分らしく暮らせる社会を実現する

①認知症カフェ数(箇所)
〇指標設定の考え方
認知症高齢者等の地域生活へ

の支援の基盤となる認知症カ
フェの増加が求められるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。

〇主な取組
・秋田県認知症施策推進計画の
新規策定による機運醸成

・あきたオレンジ大使による情
報発信強化

②高齢者の見守りに関するデジタルツールを導入している市町村数(市町村)

〇指標設定の考え方
高齢者が住み慣れた地域で自

分らしい暮らしを続けられるよ
う、デジタルツールを活用した
効果的な見守り体制の構築を促
す必要があるため。
〇現在の状況
全市町村での導入には至って

いない。
〇主な取組
・地域支援事業交付金による財
政支援

・生活支援コーディネーター等
に対する各種研修による体制
強化

⑤あるべき在宅医療・介護提供体制の姿を設定している市町村の割合(％)

〇指標設定の考え方
４つの場面（ 日常の療養支援・入退院支援・急変時の対応・

看取り）全てで在宅医療・介護連携のあるべき姿を設定している
市町村を増やしていく必要があるため。
〇現在の状況
全国平均（R6:41.9%）と比べて低い状況。

〇主な取組
・在宅医療推進協議会等の開催
・市町村職員向け研修会の開催

＜施策１＞持続可能な医療・介護サービス提供体制を構築する
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政策指標に係る状況について[その他施策指標(ＫＰＩ)]

＜施策２＞誰もが健康的に自分らしく暮らせる社会を実現する

⑤在宅難病患者一時入院事業の契約医療機関数(医療機関)

〇指標設定の考え方
在宅難病患者の安定した療養生活と介護者の福祉向上

の観点から一時入院可能な医療機関を増加させる必要が
あるため。
〇現在の状況
8医療機関となっており、空白地域が存在している。

〇主な取組
・受給者や医療機関に対する事業の周知の強化
・契約医療機関の増加への取組

③医療的ケア児等コーディネーター養成研修終了者数(人)
〇指標設定の考え方
医療的ケア児と医療機関の橋

渡しや、支援の総合的な調整を
担う医療的ケア児等コーディ
ネーターの人数を増加させる必
要があるため。
〇現在の状況
直近５年間は年間14人前後で

推移している。
〇主な取組
・コーディネーター不在の地域
の相談支援専門員等へ研修参
加の呼びかけ

・地域において力を発揮できる
よう実践的な研修の実施

④障害福祉施設から一般就労への移行者数(人)

〇指標設定の考え方
共生社会の実現に向け、就労

を希望する方の一般就労への移
行を支援する必要があるため。
〇現在の状況
増加傾向にある。

〇主な取組
・共同受注窓口の設置や、就労
系事業所に向けたセミナーの
実施等を通して、障害者の工
賃向上を図るとともに、就労
意欲の醸成等を図ることで一
般就労への移行増加を図る。
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政策指標に係る状況について[その他施策指標(ＫＰＩ)]

③自殺死亡率(人口10万対)
〇指標設定の考え方
民・学・官・報の連携により

誰も自殺に追い込まれることの
ない秋田の実現に向けた取組が
求められるため。
〇現在の状況
20%前後で推移している。

〇主な取組
・民間団体・報道機関の活動や
学術分野の研究への支援

・ゲートキーパー養成講座や街
頭キャンペーン等による普及
啓発

④里親登録・認定世帯数(世帯)
〇指標設定の考え方
里親委託の推進のため、里親

登録・認定世帯数を増やしてい
くことが重要であるため。
〇現在の状況
・増加傾向にある。
〇主な取組
・里親支援センターTOMONY
（トモニー）の開設
・広報等による里親開拓
・里親向けの各種研修の実施
・相談支援等包括的な里親家庭
へのサポート

＜施策３＞複雑・多様化する社会課題に対応できる相談・支援体制を整備する

①包括的支援体制が整備された市町村数(市町村)
〇指標設定の考え方
制度にまたがる複合的な課題

や制度の狭間に陥りがちな課題
にも対応できる包括的な支援体
制の整備が求められるため。
〇現在の状況
11市町村に留まっており、

全市町村での整備には至ってい
ない。
〇主な取組
・全市町村へのアドバイザー派
遣
・事例検討会の実施

②依存症専門医療機関数(医療機関)
〇指標設定の考え方
依存症の治療に必要な医療を

受けられる医療提供体制の整備
が重要であるため。
〇現在の状況
県央に３医療機関が選定され

ている。
〇主な取組
・選定を受けるために必要な研
修の受講を促す。

・医療機関へ個別に相談する。
・研修案内は病院だけでなく
診療所へも提供する。
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政策指標に係る状況について[その他施策指標(ＫＰＩ)]

⑤こどもの貧困対策を実施する支援団体等の新規設置数(団体)

〇指標設定の考え方
こどもの貧困解消対策において、支援から取り残される

こどもを減らしていくためには、こども食堂のような居場
所を増やし、様々な情報をネットワークで共有することが
重要であるため。
〇現在の状況
毎年度５団体で推移している。
〇主な取組
・支援事業の立ち上げに対する補助
・コーディネーターによる伴走支援

＜施策３＞複雑・多様化する社会課題に対応できる相談・支援体制を整備する
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